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・頁を「回転」させることが可能です。地図などを拡大して
見るときに便利です。 
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まえがき

　昭和の年代も終わりに近い頃、職場に覆面算の研究をしている先輩がいました。その

影響で私も覆面算に興味を持ち、退職した後もこの覆面算と友達のようにつきあってき

ました。

　私が出合った覆面算は、

のように、ある文章を足し算の形にした時、それが成り立つように各文字に数字をあて

はめるものでした。

　ところが、やっているうちに足し算のかわりにかけ算を使ったらどうなるか？　と思

いつきました。これが意外におもしろいのです。

　以来十数年、かなりの成果が得られましたので、その中から選んで、文章の先頭の文

字が「い、ろ、は……」の順になるようとりあげてみました。

　ただ問題と答えを羅列するだけではおもしろくないと思い、答えの一部にヒントにな

るような数字を与え「虫食い算」の形式にしてみました。例えば、

は「覆面算」ですが、 

　 　 　 　

＋ 　 　 　 　

 　 　 　 　 　
答え
９５６７
＋１０８５
１０６５２

�

Ｓ Ｅ Ｎ Ｄ

＋ Ｍ Ｏ Ｒ Ｅ

Ｍ Ｏ Ｎ Ｅ Ｙ
（もっと金送れ）

�

かけざん

× つ かう

ふくめんざん

　 　 　 　

× 　 　 　

 　 　 　 　 　 　

答え
２４８０

× ３２１
７９６０８０
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のようにすると「虫食い算」となります。

「覆面算」と「虫食い算」の違いについては、あとがきのところでふれましたのでご覧

下さい。

　本書では「虫食い算」の領域で終わっていますが、かえって内容的には、若い方から

お年寄りまで幅広い範囲の方に取り組んでいただけるのではないかと思います。是非、

やってみて下さい。

�

かけざん

× つ かう

ふくめんざん

　４ 　 　

× ３ 　１

 　 　 　 　 　 　

答え
２４８０

× ３２１
７９６０８０
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解き方のルール

　解答する時の約束として、次の３つを守って下さい。

〔解答する時の約束〕

①異なる文字に同じ数字は入れない。
②各段の先頭（左端）に０は使えない。
③使用する数字は０，１，２，３，４，５，６，７，８，９の中から選ぶ。

　なお、電卓は使ってよいことにします。

　本題に入る前に何例か解き方について説明しておきます。



（例１）

ヒントと解答
右ページの青い枠で囲まれた「ヒントを見る／隠す」「解答を見る／隠す」ボタンをクリックすることで、ヒント・解答を見たり隠したりすることができます。

※このウインドウは、ウインドウ右上の「□」ボタンをクリックして閉じることができます。
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�
チャレンジ

解　答

２ ７ ７

× ３

 ８ ３ １

問　題

お み み

× が

　 な が い

　 　 　

× 　

 　 　 １

解答欄

お み み

× が

 な が １
 に着目すると

み 、が は３、７あるいは７、３である。

故に

！ヒント 

お ３ ３

× ７

 な ７ １
あるいは

お ７ ７

× ３

 な ３ １
この段階で（ａ）は失格。

（ｂ）より お は２。したがって な は８

とすればよいことは容易にわかる。

（ａ）

（ｂ）



（例２）
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★ 

★ 

★ 

★ 

★ 
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�
チャレンジ

解　答

１ ８ ３

× ４ ７

 ８ ６ ０ １

問　題

う ま の

× せ で

ま い ろ う

　 　 　

× ４ 　

 　 　 　 　

解答欄

う ま の

× ４ で

 ま い ろ う
 に着目。う は３より小でないと ま が１０

を超すから不適切。故に う は１か２である。

（１）う が１の時

！ヒント 

となるから の 、で 

は３、７あるいは７、

３しかないから

の２通りが考えられる。あとは ま に残

っている数を順に代入して条件に合う

ものがあれば答えにすればよい。

（２）う が２の時は

となり、２ヶ所の ま

 が同じ数でおさまる

ことは不可能である

からこの段階で失格。

０
、２
、５
、６
、８
、９

１ま の
× ４ で
ま い ろ１

１ま３
× ４ ７
ま い ろ１

（ａ） １ま７
× ４ ３
ま い ろ１

（ｂ）

２ま の
× ４で
ま い ろ２

０
、２
、５
、６
、８
、９



（例３）
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�
チャレンジ

せ っ せ

× せ っ せ と

 せ い だ し は こ ３

７ っ ７

× ７ っ ７ ９

 ７ い だ し は こ ３

９ っ ９

× ９ っ ９ ７

 ９ い だ し は こ ３

（ｂ）

解　答

９ ４ ９

× ９ ４ ９ ７

 ９ ０ １ ２ ６ ５ ３

問　題

せ っ せ

× せ っ せ と

せ い だ し は こ ぶ

　 　 　

× 　 　 　 　

 　 　 　 　 　 　 ３

解答欄

（１） に着目。せ 、と は７、９あるいは９、７。

（２）（ａ）の場合 っ に代入し得る最大

の値（８）を代入しても積の頭７

にとどかないから失格。

　　（ｂ）の場合 っ に代入可能な数を

順に入れて計算してみて条件を満

たすものを答えにする。

！ヒント 

０、１、２、４、５、６、８
（ａ）

０、１、２、４、５、６、８



（例４）
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�
チャレンジ

解　答

３ １ ２

× ３ １ ６ ５

 ９ ８ ７ ４ ８ ０

問　題

さ く ら

× さ く こ ろ

ち っ て い っ た

　 　 ２

× 　 　 　 　

 ９ 　 　 　 　 ０

解答欄

さ く ２

×  さ く こ ろ

 ９ っ て い っ ０
 より　ろ は５

 より　さ は３

更に 　く が２より上だと ち が９

を超すから不適切。よって く は１。

故に

注１

注２

注３

３ １ ２

×  ３ １ こ ５

 ９ っ て い っ ０
こ に代入可能な数を順に代入して

計算してみて条件を満たすものを

答えにすればよい。

注１注３注２
！ヒント 

４、６、７、８



（例５）
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★ 
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�
チャレンジ

い ち に ち

× い ち に ち

か わ い く な る ね

い ち に ち

×  い ち に ち

 ５ わ い く な る ６

解　答

２ ４ １ ４

× ２ ４ １ ４

 ５ ８ ２ ７ ３ ９ ６

問　題

　 　 　 　

× 　 　 　 　

 ５ 　 　 　 　 　 ６

解答欄

 に着目。ち は４しかない。

 に着目。い は２しかない（３以上

だと か が５を超えるし、１だと か が

５にとどかない）。

故に

注１

注２

２ ４ に ４

×  ２ ４ に ４

 ５ わ ２ く な る ６
となり、あとは に に代入可能な残りの

数（０、１、３、７、８、９）を順に入

れて計算し、条件に合うものを答えに

すればよい。

注１注２
！ヒント 

０、１、３、７、８、９



16

本題に入る前に

　問題の解き方としてヒントのところでしばしば出てくる用語「ケタ判断」「代入」に

ついて説明しておきます。

〔ケタ判断〕

　問題はすべて「Ａ×Ｂ＝Ｃ」の形になっています。Ａ、Ｂ、Ｃのそれぞれのケタ数を

 、ｍ、ｎ、また、それぞれの先頭（左端）の数をａ、ｂ、ｃとすると、次の関係があ

ります。

　 、ｍ、ｎの間には、

　◯イ  ＋ｍ＝ｎ

　◯ロ （ ＋ｍ）－１＝ｎ

の２通りの場合があります。更に、

　◯イ の時はａ≧ｃかつｂ≧ｃ

　◯ロ の時はａ≦ｃかつｂ≦ｃ

です。

　わかりやすく言いかえますと、ａ×ｂの結果は２ケタになる場合と１ケタになる場合

があり、２ケタになる場合はｃはａ、ｂのいずれよりも大きくはなく、１ケタになる場

合はｃはａ、ｂのいずれよりも小さくありません。

　この考え方を用いる時、「ケタ判断」と表現することにします。

〔代入〕

　ある文字に数字をあてはめてみようとした時、ふつう何通りか考えられます。代入可

能な数すべてについてあてはめてみて、そこでだめだと判断できるものは切り捨て、そ

うでないものは残して次の段階に進む。

　この方法を用いるところでは「代入」と表現することにします。

　なお、問題にとりかかろうとする時、意外に役立つことを述べておきます。

　①同じ文字のところを色鉛筆で色分けしておく。

　②かけ算の「九九の表」を手もとに置く。
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　どうですか？

　解き方について大体おわかりいただけたでしょうか？

　特に決まったやり方はありません。問題ごとに解答者が独自にお考えいただいて結構

です。例で示したものやヒント欄の説明は一例を示したものに過ぎないものとご理解下

さい。

　さて、いよいよ問題にチャレンジですが、その前に少し準備をしてもらいます。

　カバーの折った部分（ソデ）を取り出して下さい。

　　✄　　　の線に沿ってハサミで切りこみを入れて下さい。

　準備ができたら、このソデを問題の右頁に置くようにして下さい。

　これで　解　答　が見えませんね。

　難しいなぁと思ったら、まずは「ヒントの扉」を見てみましょう。

　そして最後に　解　答　で答え合わせができます。

　それではがんばって、そして楽しんで下さい。

✄

カバー 
（内側） 
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ヒ
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ト
の
扉 

解答 

ヒントと解答
右ページの青い枠で囲まれた「ヒントを見る／隠す」「解答を見る／隠す」ボタンをクリックすることで、ヒント・解答を見たり隠したりすることができます。

※このウインドウは、ウインドウ右上の「□」ボタンをクリックして閉じることができます。
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�
チャレンジ

解　答

１ ８ ４

× １ ３ ６ ４

 ２ ５ ０ ９ ７ ６

問　題

い も と

× い わ し と

お む ぎ の め し

　 ８ 　

× 　 　 　 　

 ２ 　 　 　 　 　

解答欄

い ８ と

× い わ し と

 ２ む ぎ の め し

！ヒント 1

ケタ判断により

い ＝１

ココに注目！�
！

１ ８ と

× １ わ し と

 ２ む ぎ の め し

ヒント 2

と に代入　　�
と ＝０３４５６７９

し ＝０９６５６９１

　　 ×　　××　×

と ＝３、４、７
し ＝９、６、９
の３通り



途中省略

本編はダウンロード時間短縮のため省略版でお届けしています。

途中省略なしの完全版をご希望の方は製品版をご「購読」ください。
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